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ライフスタイル移民たちの海外日本人社会
―バリ島の事例―
今 野 裕 昭＊
はじめに
グローバル化が進む社会の中にあって，国境を越えて移住する人びとの
移住，定住動機が，近年変化してきたと指摘されている。「ライフスタイ
ル移民」とか「文化移民」と呼ばれる新しいタイプの移住者が，世界中の
都市に立ち現われてきたと注目されて，すでに２０年近くなる。本稿は，ラ
イフスタイル移住者が現地の日本人社会をつくっている，インドネシアの
バリ島の事例から，ライフスタイル移民がつくる日本人社会の性格と変容
の方向を明らかにする。
１．近年の日本人海外移住者動機の転換
「ライフスタイル移民」はとりわけ女性の間に多く見られ，「女性の生き
方の多様性や自由なライフスタイル，男女平等の権利を求めて海外に移住
した人びと」と説明できるであろう。こうした移住者をいち早く紹介した
のが，佐藤真知子の『新・海外移住―オーストラリアの日本人―』（１９９３
年，新潮社）で，これは，オーストラリアに定住するという生活様式を当
時選んでいた，日本人女性たちの多様なライフヒストリーを紹介している。
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この本の中で佐藤は，この人たちを「精神移民 spiritual migrants」と名づ
け，「日本よりも自由で，個人の権利が守られ大切にされている社会，そ
ういう空間を求めて国を出る…新しいタイプの移住者」と定義している（佐
藤真知子１９９３：１４）。その後この本は，２００１年にオーストラリアで英訳出
版され，英語版で lifestyle migrantsの語が使われた。佐藤の定義は，生活
の質を重視する女性たちの選択に強調点が見られる。同じようにホールも
ライフスタイル移民を，「雇用機会や経済的な要因よりも，生活の質を向
上させるライフスタイルのほうを選択する移住者」（Hall and Fountain
２００２：１６４）と規定していて，生活の質の希求を重視している。
一方，「ライフスタイル移民」の語を日本で広く定着させた山下晋司は，
バリ島に定住する日本人女性の海外移住の動機に，日本社会がもつ男性中
心のシステムの息苦しさを見出している。９０年代に多くの日本人女性がバ
リ島に移住したが，その理由は「日本社会における女性の位置に求められ
よう。日本では女性の可能性がフルに発揮できる場が少なく」，「バリで‘本
来の自分を取り戻せる’と感じる」（山下晋司１９９９：１５２，１４８）からだと，
外に押し出す要因に注目している。観光人類学の視点から日本人の海外移
動を捉えている山下は，９０年代に急増した若い日本人女性の海外旅行が，
「男性優位のワーカーホリックな職場社会で周縁化され，もしくはみずか
らそうした場から‘おりた’，主にノンキャリアの女性によって拡大を遂
げた」（山下晋司２００９：３０）点に注目しており，「ライフスタイル移民」の
女性たちにも同じ力が働き，男女平等の雇用機会を求めての選択であると
見ている。
また，２１世紀に入ってから「文化移民」という語を提起した藤田結子は，
「文化的な動機によりある国からほかの国に移動を行い，将来的に受け入
れ国で暮らし続ける可能性も考えているような人びと」を cultural mi-
grants（文化移住者）と称し，日本語訳としては，「経済移民」と比較す
るうえで「文化移民」のほうがよいと述べている（藤田結子２００８：２４）。
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藤田はこの著書『文化移民』（２００８年，新曜社）の中で，「アーチストやミュ
ージシャン，デザイナーなど，芸術や大衆文化での成功を目指してニュー
ヨークやロンドンにわたり，日系レストランやナイトクラブでの低賃金の
仕事で生計を立てている日本人の若者たち」（藤田：１１，１２）２２人を追跡
調査し，彼／彼女たちの海外への移動の動機，渡米・渡英後のアイデン
ティティの問題，海外での日本人同士の相互作用，メディア利用の実態を
明らかにしている。彼らは，旅行者ビザ，専門学校生ビザ，学生ビザやア
ーチスト・ビザと，ビザの種類を変えながら，不安定な収入の中で出来る
だけ長い期間現地に留まり，成功のチャンスをつくろうと試みている（注１）。
こうした芸術・大衆文化志向の若者は２０００年頃から目立つようになったと
されるが，イーストビレッジではアーチスト志向の日本人移住者が，すで
に７０年代はじめに出現しはじめていたようである（広田康生・藤原法子
２０１６：２０７，２０９）。
近代日本の海外移民の歴史をふり返ってみると，前山総一郎が総括して
いるように，明治最初のハワイへの官約移民からはじまる労働移民の系は，
戦前昭和元年からのブラジル移民やそれに続く昭和１１年からの満州移民と
いう「国策移民」や，戦後の経済の高度成長とともに増大した，国策移民
が形を変えた「企業移民」へと繋がってきた。一方１９９０年頃から，この労
働移民の系とは性格を大きく異にする「ライフスタイル移民」や「文化移
民」が，経済やライフスタイルのグローバル化に伴い新たに出現してきた
（前山総一郎２０１６：３５）。
「ライフスタイル移民」さらに「文化移民」は，これまでの近代日本人
の海外移民とは移住動機が異なっている。佐藤真知子は，８０年代９０年代に
新しいタイプの移民が増大していることを指摘し，「かつて経済的貧困か
ら南米やハワイ，アメリカ西海岸などへ移住していった」ような「‘経済
移民’から‘精神移民’へ――。海外定住を求める人たちの群像は大きな
変容を遂げている」と述べ，こうした転換は「経済大国となった日本社会
346 専修人文論集１００号
のひとつの産物である」と見ている（佐藤真知子１９９３：１４，１５）。
さらに山下晋司の研究グループの島村麻里は，「主に＜職縁＞で国境を
超えてきた男性に対し，女性は転職にせよに＜趣縁＞にせよ，主に自力・
自腹で越境する。より魅力的な場所を求めてその都度多方面を往き来した
り，滞在したりする傾向はこの先，‘ライフスタイル移民’という形で境
界線（国境）にとらわれない女性の移動をうながす可能性がある」（島村
麻里２００７：１５３）と述べ，従来の経済移民でなく，個人で資金を出し自己
実現をめざすライフスタイル移住者像を提示している。
佐藤，山下，島村たちが共通に指摘しているのは，新しい移民が自分の
生き方を選択し，自力で越境している点である。吉原直樹はさらに進めて，
「国策移民」も「企業移民」も，国家や企業によって強制的な移動によっ
てつくり出されたという点では共通するところがあり，「選べない移動」を
基調としているのに対して，「ライフスタイル移民」は国家とか企業を背
負わない移民で「選べる移動」であることに特性を見出している。「強制」
と「自発」，「選択」と「非選択」の契機を重視するのである（吉原直樹２０１６：
３９，４１－４３）。自発と選択に新しさの特質を見出し，これがグローバル化
の時代の移動であると指摘している。
「ライフスタイル移民」「文化移民」の出現は，それまでの海外移民から
見ると移住動機の大きな転換であった。出身国と移住国の経済格差による，
労働市場のプッシュ－プル理論で説明されるような「経済移民」とは違う，
ライフスタイルの質や文化的要因に突き動かされた新しいタイプの海外移
住者が出現し，移住者の移住動機が経済的な構造に誘導されたものから，
移住者個人の内発的で主体的な選択に転換した。８０年代９０年代になると日
本も脱近代の時代に入って，生活水準が十分に上がり，自分の生き方とい
う生活の論理を優先したり，文化的な動機で国境を越える移動ができる，
そういうグローバル化の時代になったと見てよい。
ライフスタイル移民たちの海外日本人社会（今野） 347
２．バリ島のライフスタイル移民
（１）海外移住者の動向
海外旅行ではなくて，現地に長期滞在する，あるいは永住するという形
で移住している人たちは，いま，どのくらいいるのだろうか（注２）。外務省
の統計に，「海外在留邦人数調査統計」がある。外務省が調べている在留
邦人は，３か月以上在住している日本国籍をもった人で，移住先の国籍を
とった人はこの統計には入らないし，子どもも現地の国籍を選択して日本
籍を離れるとこの統計には入らない。したがって，海外に在住している日
本人は，実際はこの統計の数字よりはもっと多い。
たとえば米国について見ても，前山総一郎は，米国に在住する日本人と
いっても，４世代前からの日系人，商社マンといった形での駐在，留学中，
留学を終えて現地に就職し就労ビザを取った者，グリーンカードを取得し
て国籍を得た者，ビザが切れたままの不法滞在者，日本人と日本人以外の
親の子で日米どちらに住もうか目下検討中の状態など，実に多様な形があ
ると述べている（前山総一郎２０１６：１９）。世界中どこでも，在留邦人統計
では捉えられない人たちが結構いる。
とはいえ，全世界に亘って海外日本人の状況がどうなっているかが分か
るのは，いまのところこの統計だけなので，これに基づいて，まず，海外
在住者数の推移を見る。海外に定住している日本人は年々増加してきて，４８
万人だった１９８５年頃までは増加も少しずつだったが，８６年～９０年に急増し
９０年に６２万人に達した。さらに，その後も増え続け，２０００年～０５年あたり
にさらに急増し，２００５年には１００万人を超えた。現在１３２万人が海外で暮ら
している。８５年～９０年は円高の時代で日本が経済大国になった時期，２０００
年からあとはグローバル化の進展が急増の背景にある。永住者，長期滞在
者の内訳を見ると，１９８６年を境に長期滞在者のほうが永住者より多くなり
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はじめた。永住者も増えてきているが，日本企業の海外展開とともに，海
外支店や出張所の駐在員として長期滞在者も増えていることが考えられる。
表１は，長期滞在者についての地域別職業構成であるが，これを見る
と，２０１５年のデータでは，現在，在留邦人が多いのは，アジア，北米，ヨ
ーロッパ，大洋州（大半がオーストラリア）となっている。全世界につい
てこの２０年間の変化を見ると，１９９６年と比し「民間企業関係者」が減り，
「その他」と「自由業関係者」が増えている。「調査統計」の凡例では，自
由業関係者は文芸家，芸術家，弁護士，医者，看護師などの専門職のほか
に，自営業も含んでいるので，大半は地元で自営業を営んでいる者と考え
てよい。「その他」は，ホテルボーイ，ハウスメイド，掃除夫，レストラ
ン従業員などの単純労働者や，ワーキングホリデー制度による滞在者，無
地域 合計（人） 民間企業 報道 自由業
留学・
研究者
政府 その他
アジア ３５７９６６ ７１．１ ０．３ ３．９ ６．４ １．９ １６．４
（アジア１９９６年 １３３７２８ ７７．５ ０．５ ０．９ ７ ５．３ ８．８）
大洋州 ４９７２０ １８．３ ０．１ ５．８ ４２．５ １．９ ３１．４
（大洋州１９９６年 ２０１３８ ５０．６ ０．１ １．１ ２７．２ ５ １６）
北米 ２６１１７９ ４７．３ ０．７ ５ ３２．６ １．６ １２．８
（北米 １９９６年 １８５１４４ ５８．５ ０．７ １．５ ３３．９ １．８ ３．６）
中米 ８７８１ ６１．３ ０ ８．３ ７．７ ９．５ １３．２
南米 ７４１５ ５５．５ ０．４ ７．９ ７．１ １３．７ １５．４
西欧 １５０９９４ ３６．２ ０．５ ９．８ ３０．３ ２．９ ２０．３
（西欧 １９９６年 １１４５３３ ４８．２ ０．７ ４．４ ３３．４ ４．１ ９．２）
東欧・旧ソ連 ７９４７ ４８．９ ０．６ ６．６ ２０ １２．１ １１．８
中東 ８６８０ ６１．４ ０．７ ３ ５ ９．６ ２０．３
アフリカ ７２８６ ２６．６ ０．８ ５．４ ３．６ ４４．６ １９
南極 ２６ ０ ０ ０ ０ １００ ０
全世界 ８５９９９４ ５３．７ ０．５ ５．５ ２０．８ ２．７ １６．８
（世界 １９９６年 ４８１１７２ ６０．３ ０．６ ２．１ ２４．５ ４．８ ７．７）
海外在留邦人数調査統計 （２０１５年１０月１日）
表１ 在留邦人 長期滞在者の地域別職業構成（構成比）
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職者，フリーターなどが例として挙げられているので，単純労働の不安定
就業者，あるいは無職者，扶養家族の者たちと見てよい。
もう一つ注目できるのは大洋州で，この２０年間に「留学生」が２７％→４５％，
「その他」の人が１６％→３１％，「自由業」が１％→６％と増えている点であ
る。オーストラリアは，日本からのライフスタイル移民がいち早く現れ１９７０
年代後半８０年代から増加していて，早い時期からこの動きは注目されてい
た。日本で大学を出てあるいは常勤の会社員を辞めて，語学留学しそのま
ま職を探したり，転職で定住する者が多く立ち現われている。
（２）バリのライフスタイル移住者
インドネシアのバリ島も，同じようなライフスタイル移住の若い女性た
ちが１９９４年頃から急激に増えたところで，それまで１５０人くらいしか日本
人がいなかったバリ島に，現在２，７００人からなる日本人社会を，この女性
たちがつくりあげてきた。
バリ島は，首都ジャカルタがあるジャワ島の東に位置する小さな島で，
千葉県より少し大きいくらいの面積の島（５，６３３）である。州都デンパ
サールが位置する島の南部に観光ホテルが集中していて，とりわけ，ヌサ
・ドゥア地区が観光リゾートとして有名であるし，ヒンドゥーのバリ舞踊
やガムラン音楽，バリ絵画で知られた芸術の都ウブドや，世界遺産に指定
されたタバナン県の棚田などが世界的に有名な，グローバル観光地である
だけでなく，ここで APECや，PATA，環境問題の国際会議や学術会議な
ど，グローバルな国際会議が頻繁に開かれてきたことが注目され，グロー
バル観光の中心の一つになっている。
バリ島には，年間３０万人とか２０万人の日本人が観光客としてやってくる
が，この観光客とは別に，そこに長期間在住している日本人が，３年とか
５年在住して入れ替わる日本企業の駐在員も含めて，いま２，７００人くらい
いる。表２はバリの在留邦人数，日本人の数の推移であるが，１９９３年～９４
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年頃から急激に増えてきた。バリ日本人社会は，９０年代以降バリに入って
きて定住するようになった女性が圧倒的に多いのが特徴である。首都ジャ
カルタには１万４，０００人くらいの日本人が在住しているが，表３のように，
性別・世代別に見るとジャカルタでは４０代５０代６０代の男性が多いのに対し，
バリは３０代４０代の女性が圧倒的に多く，その子どもたちも多い。バリ日本
人社会は，母国日本のような少子高齢社会ではなく，ベビーブームが今も
続いている若い社会である。
バリの在留邦人がぐっと増えた１９９３年９４年９５年の時期は，グローバル観
光地バリへの JALの直航便が１９９４年にバリ国際空港に成田と関空から直
接乗り入れがはじまった年で，４００人近くが乗れるジャンボ機が毎日２便，
総数
増加率
（年率）
永住者
長期
滞在者
関連事項
１９８７ ４３ １７ ２６
１９８８ ７８ ８１．４ ４１ ３７
１９８９ １４６ ８７．２ ６０ ８６ ８９年１２月 バリ日本人会設立
１９９０ ２２１ ５１．４ ６５ １５６
１９９１ ２６３ １９ ９０ １７３
１９９２ ２４２ △８．０ １２２ １２０ ９２ 空港拡張，ヌサ・ドゥア工事
１９９３ ３６０ ４８．８ １７８ １８２ の終了で日本企業引揚げ
１９９４ ４６７ ２９．７ ２２７ ２４０ ９４ JAL直航便乗り入れ
１９９５ ５９５ ２７．４ ２９０ ３０５ 観光関係の日本企業の支店・
１９９６ ６７２ １２．９ ３３５ ３３７ 営業所が進出
１９９９ ９２１ １２．４ ４１１ ５１０
２００２ １３３０ １４．８ ５７０ ７６０
２００５ １５６８ ６ ６０４ ９６４
２００８ １９２９ ７．７ ６２７ １３０２
２０１１ ２２０２ ４．７ ６６０ １５４２ ２０１０ JAL直航便撤退
２０１４ ２６７３ ７．１ ７３２ １９４１
海外在留邦人数調査統計
表２ バリ島の在留邦人数の推移
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ガルーダ航空の直航便も加えて毎日３便が，日本人観光客を大量にバリに
連れて来た。これを期に，日本人観光客が一気に増えた。８０年代までは日
本人観光客は年間５万人とか７万人くらいだったのが，JALが入って９０年
代に一気に２０万～３０万人台になり，それまで１位だったオーストラリアか
らの観光客数を抜いて９０年代，そして，JALが倒産で直航便を廃止する２０１０
年まで，日本がずっと観光客数１位を保っていた。
９０年代のこの時期に，何度もバリに来るリピーターも多く，バリ舞踊や
バティック（染物）の勉強に来て，そのままバリに定住するものが多く出
た。ほとんどが若い女性で，バリ人と国際結婚して，ベビーブームが起こっ
たと言われている。実際，バリにある日本語補習授業校の生徒数の推移を
見ると，９４～９７年頃にベビーブームのあったことがわかる。表４のように，
児童数の推移を見ると幼稚園児が９７年頃から増加し始め，９８年から急増し
ており，小学生が２０００年からあと増加するということが見られる。９４年以
後国際結婚で生まれた子どもが２０００年頃に６歳になり，日本語補習校に入
学する子どもがどっと増えている。日本語補習校はこの２０００年問題に合わ
せて，２００１年に新校舎を建設してそれまでの借家住まいから移転している。
当時，日本政府の ODA（海外援助）で，バリ国際空港の第二期拡張工事
にかなりの数の駐在員を送り込んでいた大成建設，竹中工務店などの建設
（構成比）
在留邦
人総数
６０歳
以上
５０歳代 ４０歳代 ３０歳代 ２０歳代
２０歳
未満
バ リ 男性 １２３６ １８．９ ８．７ １２．１ ５．６ ６ ４８．６
女性 １７４３ ８．３ １１．１ ２７．５ １６．２ ４．５ ３２．４
ジャカルタ 男性 ９７５０ １３．１ ２１．１ ２７．７ １７．５ ４．４ １６．３
女性 ４３８３ ３．２ ６．９ ２３．８ ２２．６ ７．８ ３５．６
ジャカルタ：在インドネシア大使館。 バリ：在デンパサール総領事館
表３ バリ ジャカルタ 年齢別在留邦人数
２０１６年１０月１日現在
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企業が，ちょうど工期が終わって引き揚げる時で，校舎の資材を提供し，
建設していってくれている。バリ日本人会の事務局も，この校舎の一部に
入っている。
バリの日本人社会は，こうして，ライフスタイル移住者として９０年代の
半ば以降急激に入ってきた若い母親たちがつくりあげてきた。表５のよう
に，９５年段階はまだ民間企業関係者たちが多かった。この民間企業は，リ
ゾートホテル地区ヌサ・ドゥアの建設や国際空港の拡張工事など ODA援
助の観光開発に関わる企業と，日本の航空会社，大手旅行会社，大手ホテ
ルなど観光企業の支店・事務所だった。これが，２００２年には自営業者であ
る自由業と「その他」の人たちが多くなって，構成員の逆転がはじまって
いる。この人たちが若い母親たちだった。この母親たちが，何をして食べ
ているかというと，ほとんどが日本人向けの観光関係の仕事で，多くはパ
幼稚園児数 小・中学生数 幼稚園児増減率 小・中学生増減率
１９９３年 ２４ ２５
１９９４ ２５ ３１ ２４．０ ４．２
１９９５ ３３ ３１ ０ ３２．０
１９９６ ３２ ３５ １２．９ △３．０
１９９７ ４２ ４３ ２２．９ ３１．３
１９９８ ４３ ５２ ２０．９ ２．４
１９９９ ６６ ５９ １３．５ ５３．５
２０００ ８０ ６２ ５．１ ２１．２
２００１ ７８ ７７ ２４．２ △２．５
２００２ ８４ ８９ １５．６ ７．７
２００３ ７５ ９６ ７．９ △１０．７
２００４ ８０ ８９ △７．３
２００５ ８９ ９３ ４．５
… … …
２０１０ ７１ １７０
データの出所：『バリ日本人会の歩み』
表４ バリ日本語補習授業校在籍者数推移
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ート雇用である。旅行会社とか観光案内業，ホテルとかスパ，レストラン，
衣服やバリ雑貨のお土産関係とか，マリンスポーツのインストラクターと
かの自営業をやったり，パートで雇われて，たくましく働いている。彼女
たちの生活の場であるバリ人の庶民社会も，バリ人の男はあまり働かず，
女性がせっせと働いているのが普通で，女性が強い社会といえる。
バリの日本人社会がライフスタイル移住者の社会であることは，ジャカ
ルタの日本人社会と比べると，よりはっきりする。ジャカルタは首都であ
るとともに，郊外に大規模工場団地が数多くあるインドネシア随一の工業
都市でもあり，ここの日本人社会は「企業移民」にあたる日本企業のイン
ドネシア駐在員とその家族が圧倒的に多い。それぞれの在留邦人を職業別
に見ても，表６のように，ジャカルタは日本企業の駐在員とその家族が圧
倒的に多いのに対して，バリは１０年とか２０年以上そこに定住しているロー
カルな事業家とか自営業の人，さらに「その他」の人が圧倒的に多い。し
かも，バリの日本人たちが就いている仕事は，ほとんどが観光関係の仕事
（構成比）
長期滞在者
総計（人）
民間企業
関係者
報道
関係者
自由業
関係者
留学・
研究者
政府
関係者
その他
１９９５年 ３０５ ７１．６ ０ ２ ３．９ １１．１ １１．４
２００２年 ７６０ ３８．２ ０ １３．４ ６．３ ３．７ ３８．４
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長期滞在者 職業別 （構成比）
長期滞在者
総数（人）
民間企業
関係者
報道
関係者
自由業
関係者
留学・
研究者
政府
関係者
その他
バリ ２１７６ ２６．６ ０ １７．８ ３．３ １ ５１．４
ジャカルタ １３９３２ ８４．５ ０．３ ２．４ １．５ ４．２ ７．１
ジャカルタ：在インドネシア大使館。 バリ：在デンパサール総領事館
表５ バリ 在留邦人長期滞在者の職業別構成
表６ ジャカルタ バリ 在留邦人職業別構成
２０１６年１０月１日現在
354 専修人文論集１００号
である。「海外在留邦人数調査統計」に収録されている日系企業数を見る
と，ジャカルタにはほとんどの業種の日系企業が１，４２７社もあるのに（注３），
バリには４７社しかない。しかも，バリのその業種は，バリ日本人会の法人
会員を見ると表７のように，旅行会社，ホテル・ショップ・レストラン，
スパ・サーフィン・アクティビティ，土産物・小物販売などに限られてい
る。日本本社企業の営業所・出張所は，いま，この中の JTB，ジャルパッ
ク，HIS，ニッコウホテル・バリの４社しかなく，駐在員も少数で，ほか
はすべてローカルの日本人企業主や日本人の自営業者である（注４）。
（３）バリにいる日本人の定住目的の多様化
いま，バリにいる日本人は多様化して，定住目的のジャンル分けが難し
くなって来ている。バリ島のデンパサール総領事館で長い間事務官をして，
バリ日本語補習校でも教えてきた５０歳代半ばの女性がいる。この人は島根
県に生まれ，長崎大学の教育学部を出て１２年間神戸で小学校の先生をした
あと，１９８０年代半ばにインドネシア，スマトラ島に来て，スマトラの人（メ
ナド人）と出会い，一緒にバリ島に来てそのままバリに定住した。典型的
なライフスタイル移住の人である。この女性が，「いま，バリにいる日本
人のジャンル分けが出来なくなってきていると感じる」と語っている。「仕
事でもなく，結婚もしていない人とか，リタイアの人で日本に縁のない人
もいる。以前は仕事か結婚かだったが，今は，それ以外の人が多くなって
いる。日本人夫婦で，子どもを連れて来ていて，でも，何をしているか分
からないという人が一杯増えている。そういう中間的な人が増えていて。
だから，ジャンル分け出来ない」という（２０１４年冬インタビュー）。海外
在留邦人数の統計分類でいう「その他」の人たちである。また，２０００年頃
からはバリでも退職年金生活者層が増えてきた。いま２００人くらいはいる
だろうと領事館では見ているが，タイやマレーシアほど多くはない。こう
いった新しいタイプの定住者も，バリだけでなく世界のあちこちで増えて
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表７ バリ日本人会法人会員
２０１３ ２００５
A 旅行会社 １５ １４
B ショップ・レストラン・アクティビティ １９ １５
C 航空会社・ホテル・ウェディング ８ ８
D 病院・医療 ６ ２
E 建設・不動産・カーゴ・その他 ６ １０
出所：バリ日本人会事務局
２０１３年
A
１ JTBバリ支店
２ ジャルパック インターナショナル
３ エイチ・アイ・エス
４ ラマツアーズ
５ JTA インドネシア支店
６ スナリバリツアーズ
７ プルメリアバリ
８ サリツアーズ
９ ジャバト バリ支店
１０ パルテンツァ
１１ インダサリリゾート
１２ パラダイス バリ ツアーズ
１３ SKバリツアーズ
１４ ヒロチャンツアー＆トラベル
１５ サクラリアウィサタ
B
１６ プラザバリ免税店
１７ DFSギャラリア バリ
１８ ロータス クラブ
１９ バリ スズヤ
２０ レストラン海斗
２１ サマサマ
２２ 竹レストラン
２３ すし亭
２４ クマンギレストラン
２５ パパイヤスーパーマーケット
２６ 小麦ベーカリー
２７ 丼丼レストラン
２８ 漁師レストラン
２９ オーシャンバリダイビング
３０ ブルーシーズンズバリ
３１ アンジェリックシラキ
３２ ドッグズテイル
３３ ELTCインドネシア
３４ バリマリンウォーク
C
３５ キューアールジーリゾート
３６ マヤサヤン
３７ パドマバリ
３８ グランドニッコーバリ・リゾート＆スパ
３９ ナギサバリ
４０ アヤナリゾート＆スパ
４１ ワタベウェディング
４２ ティルタブライダル
D
４３ シロアムホスピタル
４４ インターナショナル SOS
４５ バリタケノコ診療所
４６ 共愛ヘルスセンター
４７ スルヤフサダホスピタル
４８ BIMCホスピタル
E
４９ リビングデザインインターナショナル
５０ グッドランドワークス
５１ バリ不動産
５２ バリ建設
５３ ノルグラフィック
５４ メディアボックス
２００５年
A
１ JTBバリ支店
２ ジャルパック インターナショナル
３ エイチ・アイ・エス
４ ラマツアーズ
５ JTA インドネシア支店
６ バリ ナガサリ
７ 日本旅行
８ サリツアーズ
９ ジャバト バリ支店
１０ パテオ プルマタ ウィサタ
１１ パルテンツァ
１２ インダサリリゾート
１３ パラダイス バリ ツアーズ
１４ ビッグドリーム
B
１５ プラザバリ免税店
１６ DFSギャラリア バリ
１７ ロータス クラブ
１８ バリ スズヤ
１９ 資生堂
２０ レストラン海斗
２１ サマサマ
２２ アンダラン バリ
２３ 海老壱
２４ 竹レストラン
２５ マスヤ
２６ お茶の間レストラン
２７ ババ ・ガンプ・シュリンプ・レストラン
２８ 漁師レストラン
２９ 逸品入魂レストラン
C
３０ 日本航空
３１ ニッコーバリリゾート＆スパ
３２ リッツ・カールトンバリ
３３ バリハンダラ廣済堂
３４ ヌサドゥアビーチホテル＆スパ
３５ スパ＆スウィートヴィラ クラチャイ
３６ メリアバリヴィラズ＆スパ リゾート
３７ ワタベウェディング
D
３８ J.K.M.C
３９ エスオ―エス クリニック
E
４０ 日本工営
４１ 大成建設（株）
４２ クスマデウィ
４３ アルス・ノヴァ
４４ インドネシア日通
４５ パシフィック コンサルタンツ インターナショナル
４６ 三井住友海上インドネシア保険
４７ （株）東亜建設工業
４８ バリ不動産
４９ WAKU WAKU
356 専修人文論集１００号
きている。２０００年以降，海外に移住する人の目的が非常に多様化して，曖
昧化してきているようである。
（４）日本社会の生き苦しさからの脱出―ライフスタイル移民
多様化の担い手となったこうしたライフスタイル移民の人たちは，日本
社会の生き苦しさから脱して，新しい世界で自分を実現したいと感じてい
る人が多い。日本は男性社会だとか，規則に縛られた窮屈な社会だと肌で
感じている。
岡山で生まれて，岡山大の大学院で英文学を学び地元の短大に勤め
て，１９９３年に同僚とはじめてバリに来て，バリが気に入った女性がいる。
９５年にオランダに留学して開発学の修士号を取った。その後，９８年に短大
を辞めてバリに定住し，バリのビーチボーイと結婚して，サーフボードの
店を何軒も経営している５０歳代半ばの女性であるが，「日本の閉鎖的なシ
ステムや男女差別に息が詰まった」と語っている（２０１４年冬インタビュー）。
バリの日本人の場合，バリに定住した理由を聞くと，精霊とかバリ人の
信仰とか，寄り合う家族や風物に昔の日本があるとか，そんなものに引か
れる意識があって定住しようという気になったという人が多い。９０年代に
移住した人たちは，６０年代の日本の高度成長期の風景が子どもの頃の記憶
にあり，当時のバリの姿に昔の日本を感じているとする指摘がある（山下
晋司１９９９：１４８）。しかし，バリと日本の違いはという聞き方をすると，「バ
リ人はゆったりとした時間の流れの中にいるのに対し，日本人は時間を守
るとかきちっとしていることに，どんなに神経を遣っていることか」とか，
「日本人は違わなこと，飛び出さないことに気を使っていて，多様性への
寛容さがない」といった話がよく出てきて，裏腹に日本社会の窮屈さ・生
き苦しさを感じていることが伝わってくる。実際，高学歴で，会社員を辞
めてまでバリに来たという女性が多い（注５）。
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３．バリ日本人社会の特徴と変容
（１）対等の関係（横ならび）のバリ日本人社会
いま見てきたライフスタイル移民の人たちが，どのようなバリ日本人社
会をつくっているのだろうか。ジャカルタの日本人社会は「企業移民」の
社会で，それに対して，バリは「ライフスタイル移民」の社会であること
を前章に見た。この性格の違いが，それぞれの日本人社会のあり方の違い
に反映していると見られる。
工業都市ジャカルタのジャカルタ日本人会は，法人会員企業が６５１社，
会員が３，０００人もいて，駐在員の企業型社会になっている。ここでは進出
日本企業間の序列が，そのまま，家族と子どもも含んだ日本人社会全体に，
上下の秩序として押し広げられている。これに対して，バリは日本企業の
駐在員がほとんどなく，バリ日本人会の法人会員はローカルの多様な事業
者の社会で，対等の関係が強い社会だと言える。さらに，企業関係者以上
に，個人会員の母親たちが数も多いし，力も発言力も大きい。バリは，そ
ういった対等の関係の日本人社会になっていると見ることができる。
１９７０年の大阪万博の直後にバリに移住して来て，バリで２０年くらい旅行
会社で日本人観光客のインバウンドの仕事をし，９０年頃から，バリに定住
して来た日本人にインドネシア語を教える教室をはじめた女性がいる。こ
の人は８０年代の終わりに一時，インドネシア人の夫の仕事の関係で家族で
ジャカルタに住んだ時に，ジャカルタで日本商社の秘書の仕事を経験して
いる。我われのインタビューの中で，その時の経験を踏まえて次のように
語っている。
「ジャカルタのような大都市の日本人会は，日本人企業が持ってる。だ
から，企業が音頭取りをしている。だけど，バリは企業がない。人数的に
いっても法人会員よりも個人会員のほうが多く，女性でお母さんたちが多
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い。‘企業がほとんどない’ということは，インドネシア人と結婚してい
る人たちの意見がやっぱり強くなっている。ジャカルタの日本人会は，自
分たちの世界，‘会社員の世界’，企業の大きさで序列が決まる世界を絶対
視していて，現地人を下に置く傾向があるんだけど，バリの日本人会には
いろいろな職業の人が入っていて，バリ人を自分たちと横並びで見る意識
が強いので，あたしはバリを‘気に入っている’」（２０１５年夏インタビュー）。
同じような話は，バリ日本人会の事務局で４～５人の役員さんたちにイ
ンタビューしていた時にも出てきている。女性部の母親から，ジャカルタ
在住の知人でジャカルタで自営業をしている日本人の話として，「ジャカ
ルタの日本人会は，大企業の駐在員でないと人でないみたいな扱いがあっ
て嫌だ。しかも，企業の大きさで駐在員にも序列があって。お子さんたち
の日本人スクールバスの中でも，親の会社の大きさで子どもの座席の位置
も決まる。」という話が出てきた。居合わせた母親たちの反応は，「そうい
うのは，バリでは見えないですね」「見えないというか。それくらいいな
い，大企業の駐在員の方が」「バリは自分が好きで来て，現地採用社員に
なったという方が多いので。日本からわざわざ送られて来たというのでは
なくて」というものだった（２０１３年夏インタビュー）。ジャカルタでは，
在住日本人が上下の関係に気を遣っていることを伝える言説である。
（２）バリ在住の日本人たちの住まい方と団体
バリ在住の日本人の人たちが，どんなコミュニティをつくっているか，
地域の中で見てみる。バリの日本人たちは，ホノルルや北米でつくられた
ような日本人街や日本人タウンはつくっていない。住まいは，みなバラバ
ラに散らばっている。車で移動しないと，お互いに訪問もできないことが
多い。店も，ショッピングセンターの中に日本人の店が固まっている区画
があるというようなことはない。
普通の収入のある日本人だと，外国人なのでお金持ちで，少し環境の良
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い新興住宅地の中に一軒家を持っていたり，借りている。バリには日本の
町内会によく似たバンジャールという地縁組織があり，ゴトンロヨンと呼
ばれる道路の掃除や道路工事の際の出役，政府行事の時の飾りつけ，さら
に，伝統的（アダット）な協同として，水浴場・集会場の清掃，バンジャ
ールの寺院の儀式の準備・参加，祝祭・葬式の手伝いといったバンジャー
ルの共同作業がある。こういった作業はインドネシア人のホワイトカラー
や管理職といった新中間層向けの新興住宅地では，昔からの住宅街地区に
比べると回数も少なく，外国人はこれには出る必要がない。ただ，日本で
いえば自治会費にあたる会費や寄付金を，外国人なのでインドネシア人の
お宅に比べて高額であるとはいえ，これを払うだけで，とくに近隣づきあ
いが煩わしいことはない。昔からの住宅街に住んでいる日本人も，お金を
払うだけで，バンジャールのお付き合いからは外されている。そもそも外
国人はヒンドゥー教の宗教的な儀式には参加できない。ゲーテッド・コ
ミュニティという，住宅地区を塀をめぐらして入り口にゲートをつくり門
番を雇って出入りをチェックしている超高級住宅街もあるが，ここに入居
している日本人も，もちろんいる（注６）。みなこのような形で，分散してい
る。
日本人が顔を合わせる場所，集まる場所は，日本食品スーパーマーケッ
ト（パパイヤ），日本食のレストランとかカフェ，あと，子どもの親には
日本語補習校がある。こうした中でバリ日本人会は最大規模の団体（法人
４８社，個人４８０名，うち３７０人が個人会員）で，次に多く日本人が入ってい
る団体が日本語補習校，子どもの数がいま２８０人いる。あとは，テニスや
野球のグループ，サークルや商店のディスカウント加盟店グループなど，
小さな団体になってしまう（注７）。
（３）バリ日本人会の運営に見る担い手のローカル化
バリ日本人会は，１９８９年暮れに設立総会が開かれてスタートした。もと
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もと日本人の子弟のための日本語補習校を立ち上げるために必要というこ
とで，領事館デンパサール駐在官事務所との連携の下に設立された（名誉
会長は総領事）。日本人会初期の頃の資料が残っていないので，会員数や
会員の属性など細かいことはわからないが，当初の会員の記憶では，会員
数５０人強のところからスタートし，最初は JICAや観光関係の開発企業，
コンサルタント会社や建設関係の企業の駐在員とその家族，それと，観光
業関係で日本から個別で入ってきた日本人たちと家族でスタートした。い
まは，会員が４８法人，会員数４８０人からなっている。
活動は，主要年間行事に三都市親善スポーツ大会，盆踊り，大運動会，
ボーリング大会，忘年会があり，このほか，各種セミナー，インドネシア
語講座，異業種交流懇親会，孤児院チャリティ訪問，茶話会，餅つき大会，
植樹・河川掃除の環境活動など，部会が実施する行事がある。また，セー
フティネットに繋がる情報提供の手段になっている会の会報と女性部の会
報の発行，日本人会当初の目的に即した日本語補習校への寄付（そのため
のバザー），当初領事から依頼された緊急連絡網の作成，法人会員の店の
会員へのディスカウント制を行っている。日本人会の中にサッカーやフッ
トボール，野球，バドミントン，テニス，整体のスポーツ系サークル，文
化系サークルのグランタン（竹製のガムラン）楽団などのグループ・サー
クルもある。
役員，部会運営担当者の名簿を整理して，現在までの会運営のリーダー
たちの推移をたどって見ると，日本企業の駐在員（３年間）→地元ローカ
ルの事業家たち（３年間）→日本企業の駐在員（１０年間）→地元ローカル
の事業家とライフスタイル移民の母親たち（１０年間）と推移して現在に至っ
ていることが分かる（今野裕昭２０１６：第３章に詳細がある）。
日本人会立ち上げの当初，観光施設建設関係でバリに入っていた日本企
業の駐在員が運営の中枢にいた。ところが，１９９１年９２年までにヌサ・ドゥ
アの建設と空港拡張工事（第一期）が完了し，駐在員がごっそり引き揚げ
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る事態が起こり，急遽ローカルの定住日本人たちの入会が必要になり運営
中枢がローカル事業主層に移行した。９３年９４年頃からライフスタイル移住
の母親たちが急激に増えたので，この会員の入れ替わりの期間に日本人会
の会員数が大きく減ったという印象はなかったという。その後，インドネ
シア政府の規制緩和策（１９８９年）で日本の航空会社，大手旅行会社がバリ
に乗り込む事態が生まれ，９４年９５年とバリ支店勤務の駐在員が増え，９６年
から会の会長ポストが JAL，ANA，ジャルパック，JTB，日本旅行の支店
長の指定席になり日本企業の駐在員が会運営のリーダーになる状況が１０年
ほど続いた。しかし，この間，実質運営の実行部隊を勤めたのは地元ロー
カルの企業家，自営業者，ライフスタイル移住の母親たちであった。この
時期の後半になると，経済が落ち込んで日本企業も競争が厳しくなる中で，
役員層の駐在員が行事出席を直前にキャンセルするといったことが頻発す
るようになる。この変わり目の時に，ローカルの人たちが自分たちで動け
る素地がつくられてさらに活動が広がってきた。こうして２０１０年の JAL
撤退を待たずして，２００６年には会長をはじめ運営の中枢がローカル事業家
とライフスタイル移住の母親たちの手に移って，今日に至っている。
（４）若い世代の組織離れと日本人社会の変容
日本企業のバリ支店・事業所は，２０１０年 JAL直航便廃止後急速に引き
揚げてしまい，現在はバリには大手の日本企業の支店・事業所もほとんど
なく，日本人会はローカルな事業家，自営業者と子持ちの母親たち個人会
員の会で，対等で自由な運営をしている。とは言っても，日本人会は法人
部，教育部，女性部，厚生福祉部，広報部，文化部，スポーツ振興部，会
計部の８部会と運営員会，事務局からなる機構を持った，硬い組織である。
子どもを日本語補習校に入れるには，日本人会の会員になることを条件に
しているので，日本人会はある程度の会員の確保はできているが，ここの
ところ会員数は頭打ちで減少傾向が出てきている。
362 専修人文論集１００号
女性部の中に，クリーンナップ・バリというエコ活動のボランティアグ
ループができて（２００８年），河川の清掃活動（領事館や観光会社も集まる）
だけでなく，インドネシアの小学校に出向いて行って自作の「エコかるた」
をやったりという活動をしている。近年，日本人会の会員にはなりたくな
いが，ボランティアグループには入りたいという人が相当増えてきた。女
性部の規定では，内部の同好会は日本人会会員でないとならないというこ
とになっているので，どうするかという議論になり，結局ボランティアグ
ループのほうが日本人会から抜けるという出来事が，数年前に起こった。
同好会も今までは日本人会でないと駄目ということだったが，若い人たち
は，日本人会のような硬い組織を嫌う。硬い組織の中につくられてきたグ
ループ・サークルも，活動を通じて組織の枠からはみ出すという兆しが出
てきている。会の本拠地から離れたウブドでは，日本人会とは関わらない
ところでネットワークがつくられ，グループがつくられるという動きも出
てきている（先ほどのディカウント加盟店のグループなど）。会員世代間
の性格の違いが出てきて，日本人会のあり方が足元で曲がり角にきている
ようである。
バリの日本人社会はいま，来住者の中の第３世代の時期になっている。
表８は，いろいろな人からの聞き取りを総合してつくった表である。来住
第１世代は７０年代に入ってきた人たちで，日本人が１０人いるか，いないか
のところから，仲間内でスタートした。日本にいた時に，海外に行ってみ
たいとか，外国の言葉を習得したいとかが最初の動機で，バリに定住後，
日本人社会の中でこれまでずっと自分たちが上に立っているという自覚が
あって，なんらかの形でバリ社会に役立とうという意識がいまも続いてい
る，日本人社会を引っ張ってきた人たちである。来住第２世代が，９０年代
にどっと入ってきたライフスタイル移民の母親たちで，自分たちの生活と
いう意識のほうが強い。自分はバリに根付こうという意識が強い人たち。
来住第３世代は２０００年からあとの，いまも入って来ているライフスタイル
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移民で，フットワークが軽く，定住地は必ずしもバリでなくてもよく，こ
のあと更にフィリピンやマレーシアに移動してもいいという世代である。
個人主義的で，自分にメリットがないと組織に関わらない。バリでの生活
も，家族単位での小さなネットワークをたくさんつくる形で，大きな団体
からは距離を置いている人が多い。
バリの日本人社会は，半世紀近く経って，こうした３つの世代で構成さ
れている。日本人会役員をやっているある第１世代の女性は，第２世代第
３世代の人は「なぜ日本人会って会社組織みたいなのという人も多い。若
世代 定住時期 現在の年齢層 特 徴
来住
第１世代
１９７０年代 ６０歳代後半～
戦後最初にバリに来て，日本人社会をパイオニア
として切り開いてきた人たち。活動的な人たち。
自分たちが上に立っているという自覚があって下
の世代を支えてきた。
バリの近代化に役立とうとの意識を持っている。
日本語補習校もなく，子どもも自分もインドネシ
ア人になりきろうという意識があった。
来住
第２世代
８０年代後半
～９０年代
４０歳代後半～５０代
６０歳代前半
国際結婚をして，子どもを育てるために自営業の
仕事を切り盛りしてきた母親が多い世代。
日本語補習校ができていて，日本とインドネシア
両方の国で生きていけるように子どもを育てよう
という気になった世代。
自分はバリに根付くという意識が強い。
来住
第３世代
２０００年～
３０歳代～４０代前半
定年退職後の
シニア層
大別すると，国際結婚組の日本語補習校の保護者
グループと，バリの企業で働く女性グループと，
年金生活のシニアグループの３つがあるが，それ
ぞれグループ相互に距離がある。
３０歳代の人たちはフットワークが軽く，定住地が
必ずしもバリでなくてもよい。子どもがまだ小さ
いので，今後どうなるか未知数の世代。インター
ナショナルスクールもあるので，選択の幅は大き
い。
若い人たちは，脱組織的でもっと自由にやりたい
という意識が強く，メリットがないと組織に関わ
らない。逆に，会社経験がないまま来るので上下
の組織を知らないと上の世代から言われる。
シニア層には自分たちに関わって欲しくないとい
う人も多い。
表８ バリ日本人社会の３つの世代
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い人たちは責任を持ちたがらないが，でも，やりたいという気はある。日
本語補習校の維持会の３０代はじめのお母さん方を見ていると，チームワー
クがあって，まとめようとする人もいて，フットワークの軽さでなんでも
やる人たちだと思う。海外まで来ているのだから，それなりの強さはある
し。ただ一つ気になるのは，会社を経験しないでバリに来る人も多く，組
織を知らない。行事の時に総領事よりも日本人会会長を上に置くなど，上
下の関係のとり方を知らない」（２０１６年夏インタビュー）と見ている。小
さなネットワークでは積極的でも，個人主義的傾向が強く，硬い組織から
は距離をとる第３世代。この違いが，世代間ギャップを引き起こしている。
日本人会は，すでに２００６年頃の変わり目の時に，ローカルの人たちが自
分たちで動ける素地がつくられて活動も広がってきた。それが，次の変わ
り目のいまの時期になると，世代的に次の世代の者をどう巻き込んだらい
いのかの課題が生じ，世代交代と運営のあり方の問題に直面している。フッ
トワークが軽く個人主義的傾向が強い第３世代の時代に入って，硬い組織
の日本人会は，もはや日本人社会の中心ではなくなってきつつあり，日本
人社会は小さなネットワークがいくつも重畳的につくられているネットワ
ーク型の社会に移行しつつある。これとともに，セーフティネットの張替
えが必要な時期に差し掛かっている。かつては，日本人会の会報や女性部
の会報，バリ島の病気や医療事情やビザと子どもの国籍，土地の権利と相
続などの各種セミナー，インドネシア語講座などを提供している日本人会
の活動が，バリでの生活に必要な重要な情報を得る手段であり，セーフティ
ネットになっていたが，いまは若い世代の親たちはインターネットで必要
な情報を簡単に入手できるという。また，子どもを介して若い親たちは選
択的なネットワークをつくり，情報の交換を頻繁にしている。問題は，こ
うした中でネットワークから漏れる大人たちやとりわけリタイアした年金
生活のシニアたちで，この人たちは孤立化するリスクが増大している。セ
ーフティネットの張り替えが要請されてきているが，どのような張り替え
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ができるかが日本人会でも課題になっている。
むすび
バリの日本人社会の特徴をジャカルタの日本人社会との対比で見ると，
ジャカルタの日本人社会は，企業社会の論理が浸透して上下の秩序が強い
社会であるのに対し，バリの日本人社会は，ローカルな日本人事業者と数
が多いライフスタイル移民の母親，バリ人との間の子どもの母親の発言力
が強い，対等の関係の社会であるといえる。
歴史的に遡ると，８０年代までのバリに定住していた日本人はまだ数少な
かった。８０年代終わりに，日本の海外援助でグローバル観光地のインフラ
をつくるためにバリに入ってきた日本企業の駐在員たちが，子どもの教育
の必要から日本語補習校をつくるために日本人会を立ち上げた。この日本
人会を拠点にして，９０年代以降大量に移住してきたライフスタイル移民の，
国際結婚したバリ人との間の子どもの母親たちが，日本人社会をつくって
きた。２０００年以降になると，来住第３世代の，もっとフットワークが軽い
多様な若い世代のライフスタイル移住者がバリに入って来て，日本人社会
は日本人会の外側に広がり，そこで多様化が進んでいる。日本人社会は個
人主義化がどんどん進んできたために，日本人会のような団体の運営が難
しくなる曲がり角に来ていて，日本人社会の質が，硬い組織の社会から流
動的なネットワーク社会へと，急速に移行してきている。
硬い組織の日本人会はもはや日本人社会の中心ではなくなり，個人個人
をめぐる小さなネットワークがいくつも重畳的につくられているネットワ
ーク型の社会が出現しつつある。こうしたネットワークから孤立化するリ
スクを抱えている大人たち，シニアたちを網羅するようにセーフティネッ
トの張り替えが必要な時代に直面しているが，新しい形はまだ見えてこな
い。こうしたバリ日本人社会の動向は，グローバルな社会に共通する方向
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であるように思われる。
注
注１ 「文化移民」には，他方で，ある程度の収入を得ながら海外とを往き来している
移住者予備軍もみられる。たとえば，三田知美がフィールドワークで明らかにした，
ファッション街「裏原宿」神宮前の細街路に事務所を構える若い衣料デザイナーた
ちは，衣料デザインのグローバルなネットワークを持っていて，パリやロンドン，
アントワープといったヨーロッパの世界都市と日本との間を往き来して活動してい
る（三田知美２０１３）。彼らの中から，海外に定住する者も出てくるであろう。
注２ 統計上，移住先に本拠地を移したものを永住者，いずれ日本に戻る者を長期滞在
者としている。永住者と長期滞在者の区分は本人の申告によっている。
注３ 日系企業の業種の多さはジャカルタ日本人会の法人会員企業名簿を見るとはっき
りするが，２０１６年で６５１社あり，日本人会では内部を業種群ごとに１５のグループに
分けている。商社５３社，金融保険４８，運輸４１，電子・電機５４，化学品合樹６４，機械
３９，金属３９，自動車１０５などと，少ないグループ分野で燃料の９社，多いのが自動
車で１０９社，大半のグループが５０とか６０社で構成されている。
注４ JALがバリに進出した当初の１９９６年でも，日本企業の支店，事務所は，JAL,ANA,
JTB，ジャルパック，HIS，日本旅行，ニッコーホテル，帝国ホテル，日本工営，
五洋建設の１０社しかなかった。支店，事務所が多かった２００５年でも，JAL，ANA，
JTB，ジャルパック，HIS，日本旅行，ニッコーホテル，日本工営，パシフック・
コンサルタンツ，大成建設，東亜建設工業，三井住友海上インドネシア保険で，限
られた数しかなかった。
注５ 吉原直樹たちは２００９年にバリ日本人会会員３３６人に留置き法でのアンケート調査
を行い，５４人から回収・集計している（吉原直樹ほか２０１０）。この論文から再集計
してみると，１９９０年代に定住した女性１５人の内訳は，高卒２，専門学校卒５，短大
・大学卒７，無回答１，２０００年以降定住した女性１６人の内訳が，高卒４，専門学校
卒６，短大・大学・大学院卒５，無回答１となっていて，確かに高学歴者が多い。
また，日本にいた時に常勤雇用されていた者が，９０年代に定住した女性１５人中８
名，２０００年以降に定住した女性１６人中８名と，半分以上の者が正規雇用の会社員を
辞めて移住して来ている。
注６ 菱山宏輔２０１６は，バリ島のゲーテッド・コミュニティに住む日本人８人にインタ
ビュー調査をし，彼女／彼らの生活を描き出している。一人ひとりの生活に，個人化
・私化の傾向が見られることが指摘されている。
注７ 吉原たちは，デンパサールとウブドに見られる日本人のグループ，サークルを１４
団体取りあげ，詳細なフィールドワークをして，これらのキーパーソンたちのネット
ワークを明らかにしている（吉原ほか２０１１）。また，ウブドの日本人商店のディスカ
ライフスタイル移民たちの海外日本人社会（今野） 367
ウント協賛店グループの調査研究も出している（吉原ほか２０１２）。
文献
バリ日本人会２０１１『バリ日本人会のあゆみ―バリ日本人会２０周年記念誌１９９０～２０１０』Ja-
pan Club Bali.
藤田結子２００８『文化移民』新曜社。
Hall and Fountain 2002 “The impact of lifestyle migration on rural communities”, in C.M.
Hall nad A.M.Williams, Tourism and Migration, Kluwer Academic Publisher.
菱山宏輔２０１６「バリ島のゲーテッド・コミュニティと日本人」『海外日本人社会とメディ
ア・ネットワーク』東信堂。
広田康生・藤原法子２０１６『トランスナショナル・コミュニティ』ハーベスト社。
前山総一郎２０１６「日本人の海外移民史」『海外日本人社会とメディア・ネットワーク』東
信堂。
三田知美２０１３「衣料デザインのグローバルな研究拠点としての都市細街路」『日本都市
社会学会年報』３１号。
長友淳２０１３『日本社会を「逃れる」―オーストラリアへのライフスタイル移住―』彩流
社。
佐藤真知子１９９３『新・海外定住時代―オーストラリアの日本人―』新潮社。
島村真理２００７「女の旅―『癒し』から『追っかけ』まで」山下晋司編『観光文化学』新
曜社。
山下晋司１９９９『バリ―観光人類学のレッスン』東京大学出版会。
山下晋司２００９『観光人類学の挑戦』講談社。
吉原直樹 松本行真 イ・マデ・ブディアナ２０１０「バリにおける日本人社会と多重化す
る情報環境―予備的考察―」『東北大学文学研究科研究紀要』５９。
吉原直樹 松本行真 イ・マデ・ブディアナ２０１１「バリにおける日本人社会と多重化す
る情報環境（続）」『東北大学文学研究科研究年報』６０。
吉原直樹 松本行真 イ・マデ・ブディアナ２０１２「海外日本人社会のネットワーク形成
と情報環境に関する一事例的考察―バリ島ウブド地区の X店協賛店をめぐって―」
『社会情報学研究』２０周年記念特別号（大妻女子大学）。
吉原直樹 今野裕昭 松本行真 編著２０１６『海外日本人社会とメディア・ネットワーク』
東信堂。
（付記）本稿は，平成２５年度～２８年度科学研究費基盤研究（B）「海外日本人社会におけ
る移民主体の変容とコミュニティの再形成に関する経験的研究」（代表者，大妻女子大
学教授吉原直樹）の成果の一部である。
